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第　137　号　  (２)令和４年８月１日 た　が　わ

　

令
和
４
年
６
月
10
日
（
金
）
、

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル
大
会
議

室
に
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
柏
木
会
長
が
議
長
と

な
っ
て
議
事
に
入
り
、
令
和
３
年

度
決
算
報
告
に
つ
い
て
審
議
・
承

認
さ
れ
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告
、

令
和
４
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
報
告
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
を

鑑
み
、
会
議
式
で
の
開
催
は
見

合
わ
せ
ま
し
た
。

　

部
会
員
の
皆
様
へ
は
、
令
和

３
年
度
事
業
報
告
・
収
支
報
告
、

令
和
４
年
度
事
業
計
画
に
つ
い

て
資
料
を
送
付
し
、
報
告
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

令
和
４
年
度

青
年
部
会
・
女
性
部
会
報
告
会

役　員　名　簿

会　長
副会長
〃
〃
〃
〃
〃

専務理事
常任理事
〃
〃
〃

常任理事
〃
〃
〃
〃
〃
理　事
〃
〃
〃
〃
〃

理　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

理　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
監　事
〃

柏 木 正 國
中 島 良 一
桑 野 秀 幸
鶴 田 達 哉
梶 原 義 勝
井 上 忠 俊
加 納 仁 志
樋 口 隆 德
津 島 　 潔
鬼 丸 昌 広
今 村 寿 人
中 　 英 治

浦 野 義 弘
山 﨑 照 幸
澤　村　清太郎
中 村 　 優
香 月 正 美
中 藤 保 弘
野 田 大 介
星 野 宗 広
真 鍋 　 糸
熊 木 秀 一
中 野 　 泰
西 本 泰 博

米 丸 明 秀
嘉　久　遥一郎
河 井 　 満
北 代 淳 子
杉 原 悦 子
菅 原 和 人
永　原　譲太郎
花 村 　 究
亀 川 　 寿
佐 竹 繁 利
敷 地 雄 介
鈴 木 誠 士

水 上 　 実
浅　地　裕太郎
大 石 英 之
小 賦 英 憲
中 畑 敬 之
野 村 幸 生
福 井 洋 介
古 本 啓 子
吉 田 伸 也
松 尾 静 二
竹　下　由美子

部会長
副部会長
〃
〃

運営専務
理　事
〃
〃

理　事
〃
〃
〃

理　事
〃
顧　問
〃

永　原　譲太郎
吉 田 伸 也
香 月 太 郎
最 所 　 豊

江　藤　健一郎
沖 本 雄 紀
杉 原 章 雄
今 村 寿 人

末 次 卓 也
菅 原 和 人
野 田 拓 志
中 畑 敬 之

森 川 栄 治
浅　地　裕太郎
澤　村　清太郎
小 賦 英 憲

部会長
副部会長
〃

理　事
〃
〃

理　事真 鍋 　 糸
北 代 淳 子
竹　下　由美子

荒 木 光 子
中　島　ミツ子
杉 原 悦 子

浦　野　多恵子

顧　問
〃

常任相談役
相談役

高 橋 　 保
亀 川 　 寿

中 畑 正 人
崎 山 　 京

令
和
４
年
度　
第
10
回

定
時
総
会

（令和４年６月10日現在）
○法人会　　役員数　47名
　　　　　　会長…１名　副会長…６名　専務理事…１名　常任理事…10名　理事…27名　監事…２名　　

○青年部会　　役員数　16名
　　　　　　　部会長…１名　　副部会長…３名　　運営専務…１名　　理事…９名　　顧問…２名

○女性部会　　役員数　７名
　　　　　　　部会長…１名　　副部会長…２名　　理事…４名

○顧問及び相談役
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こ
の
度
の
定
期
人
事
異
動
で
田
川
税
務
署

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
上
田
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

公
益
社
団
法
人
田
川
法
人
会
の
会
員
の
皆

様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
、
税
知
識
の
普
及
や

納
税
意
識
の
高
揚
に
努
め
ら
れ
る
な
ど
、
税

務
行
政
に
つ
き
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
格

別
の
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
は
、
田
川
税
務
署
で
の
勤
務
は
今
回
が

は
じ
め
て
で
す
が
、
豊
か
な
自
然
と
人
情
味

に
あ
ふ
れ
、
長
い
歴
史
に
育
ま
れ
た
文
化
と

伝
統
の
あ
る
当
地
で
勤
務
を
す
る
機
会
に
恵

ま
れ
ま
し
た
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

近
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
拡
大
し
て
い
る
状
況
を
鑑
み
、
更
な
る
感

染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
措
置
と
し
て
、
法
人

会
の
活
動
に
お
い
て
も
様
々
な
活
動
や
行
事

の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
が
終
息
し
、
充
実
し
た
法
人
会
の
活
動

が
行
え
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

田
川
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
昭
和

45
年
の
創
立
以
来
、
「
良
き
経
営
者
を
目
指

す
も
の
の
団
体
」
と
し
て
、
会
員
の
自
己
啓

発
を
支
援
す
る
た
め
の
各
種
研
修
会
や
小
学

生
を
対
象
と
し
た
租
税
教
室
の
開
催
な
ど
、

様
々
な
活
動
を
活
発
に
展
開
さ
れ
、
納
税
道

義
の
高
揚
と
企
業
経
営
及
び
地
域
社
会
の
健

全
な
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

昭
和
56
年
に
は
全
国
に
先
駆
け
て
社
団
化

を
実
現
し
、
ま
た
、
組
織
率
は
常
に
全
国
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
を
維
持
さ
れ
る
な
ど
組
織
の
強

化
と
会
員
の
増
強
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
、

柏
木
会
長
を
は
じ
め
歴
代
役
員
、
支
部
役
員

等
の
皆
様
方
の
並
々
な
ら
ぬ
御
尽
力
と
会
員

の
皆
様
方
の
結
束
力
、
更
に
は
関
係
者
の
皆

様
方
の
力
強
い
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
る
と
、

深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
来
年
10
月
に
は
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
企
業
で
は
既
に
、
イ
ン
ボ

イ
ス
を
交
付
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
登
録

の
申
請
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。
申
請
期
限

が
近
づ
き
ま
す
と
、
申
請
が
増
え
登
録
ま
で

に
お
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
登
録
を
予
定
さ
れ
て
い
る
企
業
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
ｅ
l
T
a
x
を
通
じ
て
早

め
の
申
請
を
お
勧
め
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
既
に
登
録
さ
れ
た
企
業
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
取
引
先
に
登
録
番
号
を
通
知
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
取
引
先
の
登
録
状

況
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
な
ど
の
対
応
が
必

要
で
す
の
で
、
制
度
開
始
に
向
け
た
ご
準
備

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

国
税
当
局
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
制
度
の

円
滑
な
実
施
に
向
け
て
、
田
川
法
人
会
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
民
間
団
体
や
関
係
省
庁
の

皆
様
と
緊
密
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
着
実

な
制
度
の
周
知
・
広
報
や
丁
寧
な
相
談
対
応

に
今
後
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
か
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
税
務
行
政
の
取
組
に
つ
い
て
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
公
益
社
団
法
人

田
川
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
並
び
に
企
業
の
更
な
る
ご
繁

栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

着任のごあいさつ

田川税務署長
　上　田　幸　生
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こ
の
度
の
定
期
人
事
異
動
で
筑
紫

税
務
署
か
ら
参
り
ま
し
た
安
田
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

田
川
税
務
署
で
の
勤
務
は
初
め
て

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
自
然
が
豊
か
で

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
地
域
で
勤
務
で

き
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
田
川
法
人
会
は
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
組
織
率
で
あ
り
、
こ
の

組
織
力
を
活
か
し
こ
れ
ま
で
も
様
々

な
活
動
を
通
じ
て
、
税
務
行
政
に
対

し
ま
し
て
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
更
な
る
協
調
関
係
を
維

持
し
、
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に

努
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

こ
の
度
の
定
期
人
事
異
動
で
福
岡

国
税
局
消
費
税
課
か
ら
参
り
ま
し
た

伊
藤
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

田
川
税
務
署
の
勤
務
は
今
回
が
初

め
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
自
宅
が
北

九
州
市
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
休
日

に
は
田
川
署
管
内
の
道
の
駅
で
地
域

の
特
産
品
を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
く

な
ど
、
非
常
に
親
近
感
を
持
っ
て
お

り
、
当
地
で
勤
務
で
き
ま
す
こ
と
を

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
田
川
法
人
会
は
全
国
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
組
織
率
を
生
か
し

て
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
活
動
を
通
じ

て
税
務
行
政
に
対
し
ま
し
て
多
大
な

る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

一
昨
年
、
田
川
税
務
署
個
人
課
税

部
門
に
配
置
換
え
に
な
り
、
こ
の
度

の
定
期
人
事
異
動
で
、
統
括
官
を
拝

命
し
ま
し
た
矢
加
部
で
す
。

　

27
年
振
り
２
回
目
の
勤
務
で
あ
り
、

懐
か
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

個
人
課
税
部
門
で
は
、
前
年
同
様

「
電
子
申
告
」
特
に
ス
マ
ホ
申
告
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
10
月
よ
り
始
ま

り
ま
す
、
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
早
期
定
着
に
は
、
関
係
民
間
団
体

の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
引
き
続
き
ご
支
援
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

田
川
税
務
署
　
新
任
幹
部
の
素
顔

総
務
課
長　

　
安　
田　
千　
春

法
人
課
税
部
門

統
括
国
税
調
査
官

　
伊　
藤　
隆　
彦

個
人
課
税
部
門

統
括
国
税
調
査
官　

　
矢
加
部　
忠　
男

◆
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

署
　
　
　
長　
　

 　
　

吉　

田　
　
　

享

総
務
課
長
　
　 

　　

松　

本　

敏　

幸

総
務
課
主
任
　 

　
　　

前　

田　

弘　

文

個
人
課
税 

統
括
官
　
　
市　

野　

勝　

也

個
人
課
税 

上
席
調
査
官

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
藤　

岡　

久　

継

法
人
課
税 

統
括
官
　
　
敷　

田　

享　

介

法
人
課
税 

上
席
調
査
官

　
　
　
　
　
　 

　
　
　
太　

田　
　
　

孝

法
人
課
税 

調
査
官
　
　
松　

本　

光　

司

◆
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

署
　
　
　
長　
　

 　
　

上　

田　

幸　

生

総
務
課
長
　
　 

　　

安　

田　

千　

春

総
務
課 

事
務
官
　
　
　
日　

高　

啓　

祐

個
人
課
税 

統
括
官
　
　
矢
加
部　

忠　

男

個
人
課
税 

調
査
官
　
　
杉　

本　

靖　

隆

個
人
課
税 

調
査
官
　
　
江　

藤　

和　

哉

個
人
課
税 

事
務
官
　
　
米　

原　

朋　

宏

法
人
課
税 

統
括
官
　
　
伊　

藤　

隆　

彦

法
人
課
税 

調
査
官
　
　
後　

藤　

勝　

美

法
人
課
税 

調
査
官
　
　
只　

熊　

貴　

子

法
人
課
税 

事
務
官
　
　
小　

松　

那　

美

令
和
４
年
７
月
の
定
期
人
事
異
動
で

田
川
税
務
署
職
員
が
替
わ
り
ま
し
た
。
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令和４年８月１日た　が　わ(７)　  第　137　号

　

女
性
部
会
で
は
、
租
税
教

室
を
実
施
し
た
小
学
６
年
生

を
対
象
に
、
「
税
に
関
す
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
、
後
藤
寺

小
学
校
46
名
の
児
童
の
方
に

応
募
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
、
最
優
秀
賞
、

優
秀
賞
を
各
１
作
品
、
税
務

署
長
賞
、
法
人
会
会
長
賞
、

女
性
部
会
長
賞
各
２
作
品
を

選
考
し
、
表
彰
し
ま
し
た
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、

た
が
わ
情
報
セ
ン
タ
ー
、
田

川
税
務
署
へ
展
示
し
ま
し
た
。

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

　

女
性
部
会
で
は
、
海
外
医
療
協
力

等
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
と
古
切
手
の

収
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

３
月
25
日
、
福
智
町
の
リ
サ
イ
ク

ル
業
者
㈱
プ
ラ
テ
ク
ノ
マ
テ
リ
ア
ル

さ
ん
へ
、
５
８
，
４
０
０
個
の
キ
ャ

ッ
プ
を
納
入
し
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
貧
困
地
区
の
10
人
の
低
栄
養
児
10

日
分
の
ミ
ル
ク
の
配
布
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ

プ
・
古
切
手
の
収
集

　

女
性
部
会
で
、
「
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
優
秀
作

品
を
掲
載
し
た
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
を
、
１
月
31

日
か
ら
２
月
３
日
に
か

け
て
、
教
育
委
員
会
を

通
じ
て
管
内
の
小
学
６

年
生
へ
配
布
し
ま
し
た
。

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
配
布

　

７
月
12
日
（
火
）
田
川
青
少
年
文
化

ホ
ー
ル
に
て
、
九
州
北
部
税
理
士
会
田

川
支
部
所
属
の
川
上
税
理
士
を
講
師
に

迎
え
、
税
務
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

決
算
の
手
順
を
実
務
担
当
者
目
線
で

お
話
い
た
だ
き
、
受
講
さ
れ
た
皆
さ
ん

か
ら
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、
楽
し

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
の
ご
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

税
務
研
修
会
「
決
算
の
し
か
た
・
実
践
編
」

　

６
月
14
日
（
火
）
・
15
日

（
水
）
、
田
川
税
務
署
の
法

人
統
括
官
を
講
師
に
迎
え
、

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
、
２
日
間
に

渡
り
、
人
数
も
制
限
し
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

制
度
の
実
施
開
始
は
令
和

５
年
10
月
１
日
で
す
が
、
実

施
開
始
ま
で
に
、
ま
た
説
明

会
を
開
催
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 消

費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
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令
和
３
年
10
月
か
ら
令
和
４
年
３

月
に
、
８
校
の
田
川
市
郡
の
小
学
校

で
租
税
教
室
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
初
め
て
講
師
を
務
め

た
青
年
部
会
員
も
い
ま
し
た
が
、
講

師
勉
強
会
で
学
ん
だ
ス
キ
ル
を
実
践

に
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
達
に
税
に
つ

い
て
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

今
後
も
租
税
教
育
事
業
の
実
施
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

租
税
教
室

　法人会では、「税制改正に関する要望」を作成
し、全法連で「令和４年度税制改正に関する提言」
としてとりまとめ、政府・政党・地方自治体等に
提言活動を行いました。
　今回の改正では、相続税・贈与税の納税猶予制
度の特例承継計画の提出期限延長、中小企業向け
税制措置の適用期限延長等、法人会の提言事項の
一部が盛り込まれ、以下のとおり実現する運びと
なりました。

主な実現事項
　法人課税
＊少額減価償却資産の取得価額の損金算入の特例
　対象資産から貸付け（主要な事業として行われ
　るものを除く）の用に供した資産を除外した上
　で、その適用期限が２年延長されました。
＊交際費課税
　中小法人の交際費課税の特例措置（定額控除限
　度額800万円まで損金算入可）の適用期限が２
　年延長されました。
　また、交際費等のうち接待飲食費の50％までを
　損金算入できる特例措置（資本金の額等が100
　億円以下の大法人も適用可）についても、適用

　期限が２年延長されました（中小法人の交際費
　課税の特例措置との選択適用）。

　事業承継税制
＊相続税、贈与税の納税猶予制度
　非上場株式等に係る相続税・贈与税の納税猶予
　制度について、特例承継計画の提出期限が１年
　延長（令和６年３月末日まで）されました。

　地方税
＊固定資産税の抜本的見直し
　土地に係る固定資産税の負担調整措置について、
　令和４年度に限り、商業地等（負担水準が60％
　未満の土地に限る）に係る課税標準額の上昇幅
　を、評価額の2.5％（改正前：５％）とする措置
　が講じられます（都市計画税についても同様）。

　その他
＊地方のあり方
　地方拠点強化税制の適用期限が２年延長される
　とともに、感染症の影響によるビジネス環境や
　企業動向の変化等を踏まえた適用要件の緩和等
　が行われました。

令和４年度税制改正に関する提言

中元寺小真木小

池尻小 後藤寺小 添田小

大浦小 真崎小 落合小
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６
月
10
日
開
催
の
定
時
総
会
に
て
、
大
型

保
障
制
度
加
入
運
動
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
賞
支
部
、
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

★
加
入
率
の
高
い
支
部

　

最
優
秀
賞　

第
４
ｌ
１
支
部

　

優
秀
賞　
　

第
３
支
部

　

準
優
秀
賞　

第
４
ｌ
２
支
部

★
加
入
率
の
伸
び
の
高
い
支
部

　

最
優
秀
賞　

第
10
支
部

　

優
秀
賞　
　

第
８
支
部
・
第
９
ｌ
１
支
部

　

準
優
秀
賞　

第
11
支
部

★
取
り
扱
い
目
標
達
成
支
部

　

第
８
支
部
・
第
10
支
部
・
第
11
支
部

★
他
支
部
を
勧
奨
し
た
個
人

　

柏
木　

正
國

令
和
３
年
度

大
型
保
障
制
度
加
入
運
動
表
彰

　

６
月
10
日
開
催
の
定
時
総
会
に
お
い
て
、

全
法
連
・
県
連
・
田
川
法
人
会
功
労
者
表

彰
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
全
法
連
功
労
者
表
彰

（
単
位
会
関
係
）

　

田
川
法
人
会
副
会
長　

桑
野　

秀
幸
氏

◆
福
岡
県
連
功
労
者
表
彰

（
県
連
関
係
）

　

田
川
法
人
会
副
会
長　

中
島　

良
一
氏

◆
田
川
法
人
会
功
労
者
表
彰
　
　
　
　
　

　

田
川
法
人
会
理
事　
　

小
川　

浩
一
氏

令
和
４
年
度 

功
労
者
表
彰

　

法
人
会
の
福
利
厚
生
制
度
は
、
昭
和
46
年
、
「
経
営
者

大
型
総
合
保
障
制
度
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
企
業
、
経
営
者
、
財
産
、
従
業
員
を
守
る
様

々
な
制
度
が
追
加
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
日
々
変
化
し
て
い
る
の
に
対

し
、
保
障
内
容
は
何
年
も
見
直
し
を
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
会
員
企
業
も
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

会
員
企
業
の
自
己
防
衛
と
福
利
厚
生
制
度
の
充
実
、
そ

し
て
法
人
会
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
に
、
情
報
の
提
供
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
更
な
る
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
厚
生
委
員
長　

山
﨑　

照
幸
）

法
人
会
福
利
厚
生
制
度

新型コロナウイルス感染防止に伴う
事業の中止について

　令和４年度に計画しておりました事業のうち、
新型コロナウイルス感染を防止するため、担当
委員会で検討し、以下の事業を中止としました。

　　　　　　◆親と子の映画祭

　　　　　　◆優良企業見学研修

　その他の事業につきましても、状況を見なが
ら判断させていただきますが、税務研修会等は
参加人数を制限しながら開催していく予定です。
　会員の皆様には、何卒ご理解のほどよろしく
お願いいたします。

法人会アンケート調査システムとは…？
　メールで景況感や法人会活動についての意見等を
調査・集約し、法人会事業の参考としています。
　また、調査結果を全法連ＨＰで公開するとともに、マス
コミにも提供し、パブリシティーの向上に役立てています。

法人会アンケート調査システムに
ご登録ください。
登録は全法連HPから
https://www.zenkokuhojinkai.or.jp/

桑野　秀幸氏中島　良一氏
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エアコンを適正に利用し
熱中症にかからないように
気をつけましょう！

「いちご」とは、2011年夏の節電
目標「15％」に由来しています。

夏の節電対策をご紹介します。
―無理なく、無駄なく、快適に―

夏が旬の野菜を食べよう！
夏野菜には体温を下げる効果があります。
また、夏に必要なカロチンやビタミンCなどの栄養素が多く含まれています。
お湯はコンロで沸かし、電気ポットの電源は切りましょう。
エアコンのフィルターを定期的（２週間に１回程度）に掃除しましょう。

1

2
3

「業務改善助成金コールセンター」まで、お気軽にお問い合わせください。
電話番号 0120 - 366 - 440  （受付時間 平日８：30～17：15）

『業務改善助成金（通常コース）』は、生産性を向上させ、「事業場内で最も低い賃金
（事業場内最低賃金）」の引上げを図る中小企業・小規模事業者を支援する助成金です。

事業場内最低賃金を一定額以上引き上げ、
設備投資（機械設備、コンサルティング導入や人材育成・教育訓練）
などを行った場合に、その費用の一部を助成します。

助成金の概要

概　要

お問い合わせ先

申請期限：令和５年１月31日

令和４年度 業務改善助成金（通常コース）のご案内

コース区分 引上げ額

30円コース 30円以上

45円コース 45円以上

60円コース 60円以上

90円コース 90円以上

引上げる労働者数
１人
２～３人
４～６人
７人以上
10人以上

30万円
50万円
70万円
100万円

１人
２～３人
４～６人
７人以上
10人以上

45万円
70万円
100万円
150万円

120万円

180万円
１人
２～３人
４～６人
７人以上
10人以上

60万円
90万円
150万円
230万円
300万円

１人
２～３人
４～６人
７人以上
10人以上

90万円
150万円
270万円
450万円
600万円

助成上限額 助成対象事業場

以下の２つの要件を満たす事業場

・事業場内最低賃金と地域別最低賃金の
　差額が30円以内

・事業場規模100人以下

詳しくはHPをご覧ください！

賃金引上げ 設備投資等 設備投資等に要した費用の一部を助成

福岡労務局からの
お知らせ



企 業 紹 介

令和４年８月１日た　が　わ(11)　  第　137　号

　昭和23年に創業し、昭和の時代を田川市白鳥
町で営業していました。
　平成７年に田川市伊加利に本社を移し、先代
の祖父、父より事業を継承して土木・舗装工事
業を中心に現在に至っています。
　田川市郡で唯一のアスファルト合材プラント
を稼働させて、道路工事、水道工事に使用する
舗装材料の製造販売も行っています。
　技術と誠意をもって仕事にあたる事をモット
ーにしています。
　店舗や自宅駐車場の舗装補修や、ライン設置
など有りましたらご遠慮なくお声がけいただき
ますようお願い申し上げます。

代 表 者　代表取締役　敷地　雄介
本社住所　田川市伊加利２１８７－６
Ｔ Ｅ Ｌ　０９４７‐４４‐１２６５
営業種目　総合建設業、アスファルト合材販売

　弊社は昭和32年に松山組として創業し、昭和
46年に下田川衛生有限会社として設立しました。
　主にし尿収集、浄化槽の保守点検・清掃を業
務として行っています。
　従業員数11名と小さな会社ですが、１人１人
が地域の環境保全に責任を持ち、常にお客様の
目線にたって業に努めるよう心掛けております。
　長年に亘り業を継続して参りましたのも、お
客様に対して「おかげさまで仕事をさせて頂い
ております。」という感謝の気持ちを常に持ち
続けて事業を進展させるとともに、関係当局並
びに関係各位のご指導とご支援の賜と深く感謝
申し上げます。
　快適で衛生的な生活環境をお客様に提供する
ことを通じて、地域に貢献し愛される会社にな
ることを目指しています。
　お客様各位、関係当局並びに関係各位におか
れましては、今後とも、尚一層のご支援、ご鞭
撻を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

代 表 者　代表取締役　鈴木　誠士
本社住所　田川郡糸田町1419番地の20
Ｔ Ｅ Ｌ　094 7‐26‐293 4
Ｆ Ａ Ｘ　094 7‐26‐242 3
営業種目　し尿収集、浄化槽保守点検・清掃

旭工業株式会社 下田川衛生有限会社

法人会会員向け貸倒保証制度
　法人会専用に設計された団体取引信用保
険で、全国各地の都道県法人会連合会が保
険契約者、法人会会員企業の皆様が加入者
（被保険者）となる団体契約です。

　貴社お取引先（債務者）の法的整理事由の発生、または
履行遅滞の発生により売上債権が回収できない場合に貴社
が被る損害の一定部分を保険金でカバーする制度です。

法人会貸倒保証制度特設ホームページ『http://www.mskhoken.com/houjin/』をご覧ください。
田川法人会ホームページhttp://t-houjin.jp/からもご覧になれます。詳しくは…

貸倒保証制度とは制度概要
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北九州支社　〒802-0005 北九州市小倉北区堺町1-2-16十八銀行第一生命共同ビル８F

AFツール-2020-0076-2207002  2月5日




